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反応性有機金属種のX線吸収分光（XAS）分析を基盤とする反応機構研究 
帝京科学大学/分子科学研究所 高谷 光 

 
X 線吸収分光（XAS）は測定試料の状態（固体・液体・気体）を問わず，様々
な元素を含む複雑系分子の同定・構造解析が可能な分析手法である。そのた
め，従来から固体触媒分野において広く用いられてきた他，近年では電池分
野において必須の分析手段となっている。我々の研究グループでは，常磁性
のため溶液NMRによる分析が困難なFe等の均一系3d金属触媒について，
XAS を用いる活性種の同定・構造解析および反応機構解析に関する系統的
な研究を推進している。本セミナーでは，XAS 測定と量子化学計算のイン
タープレイによって，NMR等の従来型の分光学手法では分析が困難な有機
金属種の同定・構造決定に基づく反応機構研究について紹介する。 
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